
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

 

学 校 名       岐阜県立郡上北高等学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月３０日（木） 

実 施 概 要 マラソン大会への保護者、地域の人々の沿道での応援 

 

実 施 内 容 

学習・取組の分野 

 □自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

公開の方法 

 □授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 

 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 ２７ 人 

計  ２７ 人 
地域関係者  ０ 人 

 

実 施 状 況 ・マラソン大会に参加する生徒を学校や沿道で応援 

・応援の傍ら、完走した生徒へのぜんざいや手作り紅茶の提供 

 

成果及び課題 ○成果 

・毎年、生徒はとても楽しみにしており、当日も喜んでくれている。 

・保護者も、生徒の頑張って走る姿が見られ、応援できるので満足し

ていただいている。また、子ども達とふれあうこともでき、有意義

であったと喜んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名       岐阜県立郡上北高等学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１４日（金）・１５日（土） 

実 施 概 要 本校文化祭への参観 

 

実 施 内 容 

学習・取組の分野 

 □自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

公開の方法 

 □授業公開 ■成果発表 □交流活動 □講演会等 

 

 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 
第１日   ４４ 人 

第２日 １２２ 人 
計  ２８２ 人 

地域関係者 

※白鳥中学校生を含む 

第１日  ３８ 人 

第２日   ７８  人 

 

実 施 状 況 文化祭の公開 

・２日間文化祭を公開した。保護者や地域の方々、白鳥中学校生の参

観があった。 

 

成果及び課題 ○成果 

 文化祭第２日目を土曜日に公開して実施することは今年で４年目と

なった。地域の方からも恒例行事として定着しつつある。 

○課題 

 今年度は来場者が昨年より増加した。本校は教員の数が少なく、駐

車場や受付など役割についてできるだけ負担が少なくなるように検

討したい。 

○意見 

  生徒が楽しそうに活動している。クラスの発表は昨年よりレベルも

上がり充実してきた。有志の発表も生徒が生き生きと活動し、自分

たちのやりたいことができている。 

 


